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原発事故に対応する緊急システムの試作と海底堆積物中の福島起因放射性セシウム
の解析に向けた海洋専門家の取り組み
Approach taken by oceanography specialists toward building emergency system and ana-
lyzing radiocesium in bottom sediment
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2011年３月１１日に起きた地震とそれに伴う原子力発電所事故によって、東日本太平洋沿岸地域は大きな打撃を受け、
そこからの復興を目指すと共に、想定される事故に備えることも求められる。万が一であれ、地震などに起因する原発
事故が起きた場合に備えて、海洋汚染の拡大を正確に予測しモニタリングを的確に進める体制が必須である。海洋モデ
ルを基盤に緊急対応システムを試作し、原発周辺海域で事故に備える体制の考案を開始した。また海底堆積物中で依然
として高い濃度を保っている放射性セシウムのモニタリングとモデリングを進めると共に、海洋学会でシンポジウムを
開催し、どのようなプロセスを経て海底堆積物に放射性核種が移行したのか検討してきた。植物プランクトン、動物プ
ランクトンのデトリタス性懸濁粒子、懸濁土砂へ吸着し沈降した分、そして海水から直接吸着した分、さらに河川を経
た土砂への吸着を比較検討して、懸濁土砂が鍵を握っていると推定した。
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